




付録 3「 日経 アーキテ クチュア」 インタ

ビュー記事

〔「日経アーキテクチュア」昭和58年 8月 29日 号〕

「構造家,そ の今 日像」とい う連載で,こ の号 は早稲田大学 につ いてである。

その題 は「今に伝わる内藤イズム,私学の雄の栄光 と悲哀」 としている。

私 に関す るところだけ抜 き書 きす る。

講座制 について

松井教授
―

。「大学紛争当時,他大学の若手教員か ら早大 を見習 えとの声が

出されたことがある。助教授が教授 に東縛 されないの を,高 く評価 した ものだ。

確 かに,教授 として助教授等のサポー ト役が いないのは寂 しいが,広 く考える

と非講座制の ままでいい と思 う」。

私の紹介は次の ようである。

数 々の構造設計の実作 を通 じ,プロフェッサー・ エ ンジニア として,デザ イ

ナーの間に も知名度の高いのが,松井教授 である。松井教授 はかつて助教授 に

なったばか りの頃,内藤博士に,「松井君の研究 は机上の空論 だな」と,冷やか

されたことがあ るという。しか し長年,「設計か ら研究テーマ を見つけ出 し,研

究成果 を設計 に反映 させ る」 という姿勢 を貫ぬ き通 し,今や 内藤 イズムの忠実

な具現者である。

教授の処女作 は,安東勝男教授 との協同による,RC造 2階建 ての浅草の検番。

もっ とも,後で内藤博士か ら「大学の教員は風格 を重ん じなければいけない。

変な建物 を設計 しないように」 と,注意 を受 けた との よじ。

これ までの実作の中か ら,松井教授 自身に年代順 にベス トス リーを選 び出 し

て もらお う。① ホテル東光園 (昭和39年 ,意 匠・菊竹清訓建築設計事務所)一 中
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空スラブを使用。②早大理工学部51号館 (昭和42年,意匠 。安東勝男教授)一

― 菱形ブ レースを千鳥状 に配置。③ ホテルニ ューアカオ・ レス トラン (昭和53

年,意匠・稲葉長司建築設計事務所)一 流線の曲線梁 を使用。

最近では,フ ラッ トスラブに柱 を配す る場合, どの ように配置すれば力学的

に有利 になるかを研究 し,実作へ も適用 している。

研究 を進め るに際 し,松井教授 は「弾性論 で理論解 を出 し,光弾性実験でそ

れ を確認。弾塑性域 は実験 で追 う」場合が多い。教授が光弾性実験 を愛用す る

ことは有名で,昭和56年 か ら年 1回 発行 し始めた研究室の機 関誌のタイ トル を,

「縞」 と名付 けたほ どである。

記者は,非講座制だか ら若い人が入れないのだ とのべ ているが,そ れは早稲

田の定年が70歳で他大学 に比べて長いためである。昔 は今の ように寿命が長 く

なかったか ら教員の老齢化はなかったのである。定年 を下 げるべ きか もしれな

い。 しか し,工学 においては年 をとると共 にいい研究 をす るようになるのでは

ないか と思 う。少な くとも見当違いの論文は書かな くなる。私 も気に入った論

文が 書けるようになったのは60歳近 くなってか らである。一 向に「悲哀」だ と

は思 っていない。

この記事のは じめの方 は内藤先生の話が くわ しい。私が渡 した「縞」 による

もので,先生のことを大樹 と書いたのが巨樹 となってい る。

付録 2も そうだが,イ ンタビューでは書いた ものを渡 さないことに した方が

よさそ うだ。

これか らインタビュー記事 というのはあま り信用 して読 まないことにす る。
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